
藤 営 自 治 区           令和６年４月吉日 

     
令
和
三
年
四
月
に
区
長
に
就
任
し
て
、
二
期

三
年
（
一
期
二
年
任
期
）
が
過
ぎ
四
年
目
に
入

り
ま
し
た
。 

こ
の
自
治
区
に
お
世
話
に
な
り
二
十
数
年
、

こ
の
地
域
の
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い

ま
ま
区
長
を
務
め
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
の
就
任
と
な
っ
た
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事

が
開
催
で
き
な
く
、
区
民
の
皆
様
に
は
楽
し
み

な
こ
と
が
少
な
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
コ
ロ
ナ
が
明
け
て
か
ら
元
の
状
態
に

戻
そ
う
と
思
い
行
っ
て
来
ま
し
た
が
、
中
々
元

に
戻
す
こ
と
も
で
き
な
く
反
省
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。 

藤
営
自
治
区
も
今
年
度
は
九
九
〇
世
帯
と

一
，
〇
〇
〇
世
帯
を
超
え
る
勢
い
で
住
宅
が
増

え
て
い
ま
す
。
組
数
も
三
〇
組
を
数
え
フ
ァ
ミ

リ
ー
ホ
ー
ル
集
会
室
で
の
会
議
も
窮
屈
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
高
齢
者
世
帯
も
増

え
、
今
ま
で
の
自
治
区
運
営
が
で
き
な
く
な
り

つ
つ
あ
り
、
組
織
の
改
編
が
叫
ば
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。 

本
年
一
年
で
区
長
の
任
期
も
終
了
と
な
り

ま
す
が
、
組
織
改
編
の
素
案
が
ま
と
ま
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。 

実
際
に
実
行
に
移
し
て
い
く
段
階
で
は
区
民

の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な

る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
節
は
ご
協
力
を
よ
ろ 
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し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  

令
和
六
年
度 

藤
営
自
治
区
役
員
等 

 

役
員
選
考
委
員
会
の
提
案
に
よ
り
、
三
月
の

総
会
で
令
和
六
年
度
の
役
員
が
左
記
の
と
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

（
敬
称
省
略
） 

☆
区
長 

 
 

藤
本 

修
身 

 
 
…

上
四
組 

☆
副
区
長 

 

諸
岡 

正
司 

 
 
…

上
六
組 

☆
副
区
長 

 

清
原 

毅
彦 

 
 
…

中
八
組 

☆
書
記 

 
 

米
井  

祐 
 
 
…

中
二
組 

☆
一
般
会
計 

岡
庭 

孝
臣 

 
 
…

下
二
組 

☆
特
別
会
計 

井
川 

嗣
郎 

 
 
…

上
九
組 

☆
監
事 

 
 

山
下 

修
一 

 
 
…

上
六
組 

☆
監
事 

 
 

山
形 

高
義 

 
 
…

中
一
組 

  

区
長
任
命 

☆
副
書
記 

 

桑
原 

康
彰 

 
 
…

下
五
組 

☆
副
会
計 

 

島
田 

匡
悦 

 
 
…

上
八
組 

区
長
委
嘱 

☆
相
談
役 

 

山
本 

和
成 

 
  …

下
四
組 

☆
顧
問
（
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
委
員
兼
任
） 

 
 

木
内 
賢
太
郎 

  …

下
五
組 

☆
顧
問
（
組
織
見
直
し
検
討
委
員
、
藤
岡
南
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議
防
災
部
会
員
兼
任
） 

 
 

小
川 

和
成 

 
  …

下
六
組 

☆
藤
岡
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議 

・
青
少
年
育
成
部
会 

 
 
 
 
 
 
 

 

加
藤 

直
人…
中
九
組 

・
文
化
広
報
部
会 

清
水 

活
佳…

上
一
組 

 
 

谷 
 

敦
之…

中
七
組 

 
 

・
福
祉
健
康
部
会 

弓
桁  

隆 …

中
五
組 

・
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
部
会  

 

杉
山 

和
徹 …

上
五
組 

以
上
、
本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  

令
和
六
年
度 

藤
岡
南
地
区
区
長
会
総
会 

 

三
月
二
十
五
日
（
木
）
午
後
六
時
か
ら
、
藤

岡
南
交
流
館
に
お
い
て
、
令
和
六
年
度
藤
岡
南

地
区
区
長
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

深
見
自
治
区
、
田
茂
平
自
治
区
、
藤
岡
ニ
ュ

ー
ハ
イ
ツ
（
Ｎ
Ｈ
）
自
治
区
、
藤
岡
緑
ヶ
丘
自

治
区
の
六
名
方
が
新
任
区
長
と
し
て
出
席
し

ま
し
た
。
新
役
員
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。 

（
敬
称
省
略
） 

☆
区
長
会
会
長
（
市
区
長
会
役
員
会
） 

 

西
中
山
自
治
区
長 

 
…

太
田 

幹
夫 

☆
同 

副
会
長
（
市
区
長
会
総
務
委
員
会
） 

 

深
見
自
治
区
長 

 
 
…

𠮷
田 

厚
志 

☆
同 

監
事
（
自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会
役
員) 

藤
岡
Ｎ
Ｈ
自
治
区
長…

後
藤 

昇
吾 

☆
同 

監
事 

 

藤
営
自
治
区
長 

 
 
…

藤
本 

修
身 

☆
藤
岡
地
域
バ
ス
運
営
協
議
会
相
談
役…

 

 

田
茂
平
自
治
区
長 

 
…

永
井 

昭
彦 

☆
藤
岡
南
地
域
会
議
委
員 

 

藤
岡
緑
ヶ
丘
自
治
区
長…

村
端 

達
也 

 令
和
六
年
度
も
市
・
地
区
区
長
会
及
び
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
会
議
の
責
務
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

 

 

回 覧 

区
長
だ
よ
り 

 



 

区
民
の
皆
様
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

  
令
和
六
年
度 

藤
岡
南
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
会
議
総
務
会
及
び
藤
岡
南
ふ
れ
あ
い
協
議

会
評
議
会 

 

四
月
十
日
（
土
）
午
前
十
時
よ
り
、
藤

岡
南
交
流
館
に
お
い
て
藤
岡
南
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
会
議
総
務
会
及
び
ふ
れ
あ
い
協

議
会
評
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

両
組
織
の
新
役
員
等
（
兼
務
）
が
左
記

の
と
お
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

（
敬
称
省
略
） 

☆
会 

長…

太
田 

幹
夫
（
西
中
山
） 

☆
副
会
長…

𠮷
田 

厚
志
（
深
見
） 

☆
会 

計…

永
井 

昭
彦
（
田
茂
平
） 

☆
書 

記…

村
端 

達
也 

(

藤
岡
緑
ヶ
丘) 

☆
会
計
監
査…

後
藤 

昇
吾
（
藤
岡
Ｎ
Ｈ
） 

 
 

同 
 
…

藤
本 

修
身
（
藤
営
） 

◎
青
少
年
育
成
部
会 

部
会
長…

脇
谷
美
代
治
（
藤
岡
Ｎ
Ｈ
） 

◎
福
祉
健
康
部
会 

部
会
長…

小
野 

英
鑛
（
深
見
） 

◎
文
化
広
報
部
会 

部
会
長…

窪
田 

 

雄
（
深
見
） 

◎
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
部
会 

部
会
長…

加
藤 

俊
彦
（
深
見
） 

◎
防
災
部
会 

部
会
長…

永
田 

邦
彦
（
西
中
山
） 

 

 

 

ま
た
、
総
務
会
で
は
、
五
年
以
上
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
会
議
の
職
務
を
遂
行
し
、
退
任

さ
れ
た
功
労
者
に
対
し
て
新
会
長
よ
り

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

☆
井
上 

 

進 

様
（
西
中
山
） 

☆
片
野 
一
夫 

様
（
田
茂
平
） 

☆
服
部 

芳
典 

様
（
西
中
山
） 

☆
松
下 

龍
馬 
様
（
藤 

営
） 

以
上
四
名
の
方
々
で
す
。 

 
 

春
の
交
通
安
全
市
民
運
動 

 
 

 

市
一
斉
交
通
安
全
街
頭
活
動 

 

四
月
六
日
（
土
）
か
ら
十
五
日
（
月
）

ま
で
春
の
交
通
安
全
市
民
運
動
が
行
わ

れ
、
市
内
一
斉
に
交
通
安
全
街
頭
活
動
が

八
日
（
月
）
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

中
山
小
学
校
通
学
路
の
危
険
個
所
に

お
い
て
、
交
通
防
犯
部
・
五
葉
会
・
自
治

区
役
員
・
一
般
区
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
が
「
子
ど
も
見
守
り
隊
」
と
し
て
、

安
心
・
安
全
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。 

市
道
「
西
中
山
藤
営
線
」
に
お
い
て

は
、
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
の
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
付
近
か
ら
藤
岡
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
若
し
く
は
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
方
面

へ
の
車
が
多
く
混
雑
し
て
い
ま
す
。 

  

藤
営
自
治
区
第
一
回
委
員
会
開
催 

 

四
月
十
三
日
（
土
） 

午
後
六
時
よ
り
フ
ァ 

ミ
リ
ー
ホ
ー
ル
集
会 

室
に
て
第
一
回
の
定 

例
と
な
る
委
員
会
を 

開
催
し
ま
し
た
。
議 

題
は
、
新
し
く
組
長
・ 

副
組
長
と
な
ら
れ
た 

方
々
の
業
務
内
容
や 

区
か
ら
の
連
絡
事
項
等
で
長
時
間
に
わ

た
り
ま
し
た
。 

  

                                           

 

総務会 議事進行状況 上 5組松下様 

お疲れ様でした 

 


